乳幼児をもつ夫婦における父親のストレス──仕事と家庭の多重役割，職場の環境，性役割観の観点から── by 河田 英
乳幼児をもつ夫婦における父親のストレス
──仕事と家庭の多重役割，職場の環境，性役割観の観点から──
The Stress of Fathers with Infant; 
―from Perspectives of Multiple Roles between the Role of Work and Home, 

















　The purpose of this study is examining the stress of fathers with infant from the many-sided 
perspectives and considering that how the stress aﬀ ects marital relationships. The data was obtained 
through questionnaire from 168 fathers with nursery school children.
　The major ﬁ ndings were as follows;
1）“The positive spillover between the roles at work and home” and “The flexibility of work” have a 
signiﬁ cantly positive eﬀ ect on the stress response of fathers, and “The negative spillover from work to 
family role” yields a signiﬁ cantly negative eﬀ ect on the stress response of fathers.
2）Subscales of understanding among workplace coworkers were “Understanding of supervisor”, “Family-
friendly workplace” and “The ﬂ exibility of work”. These have a signiﬁ cantly positive eﬀ ect on “The 
positive spillover between the roles at work and home”, and have a signiﬁ cantly negative eﬀ ect on “The 
negative spillover from work to family role”. Considering the relation among spill over of multiple roles, 
stress response, marital relationship, it is important for mental health of fathers with infant to improve 




































































































































































項　　　目 因子 1 因子 2 因子 3
仕事でいい刺激を受けるので家庭生活にも張り合いが出る .78 － .04 .06
仕事でうまくいっているので家にいる時も気分がいい .71 － .09 － .12
家庭生活がうまくいっているので気分よく仕事ができる .71 .08 － .23
家庭でくつろげるので気分よく仕事ができる .68 － .01 － .18
子育ての経験が仕事でも活かされる .59 .03 .26
仕事での経験が家庭でも活かされる .57 .06 .22
仕事で疲れてしまい父親としての役割が思うように果たせない .05 .86 － .03
仕事で疲れてしまい夫としての役割が思うように果たせない － .05 .76 － .17
仕事が忙しくて家族とゆっくり過ごす時間が少ない .09 .59 .05
仕事がきついので家にいるときもいらいらする － .14 .57 .06
仕事のスケジュールと家族との生活がぶつかることが多い .06 .50 .23
家族と過ごす時間のために仕事をする時間が少ない .13 － .11 .78
家事や育児のために仕事量を抑えなくてはならない .14 .09 .71
家事や育児のために仕事での役割が思うように果たせない － .11 － .01 .65
家族サービスに疲れてしまい仕事に充分取り組めない － .04 .05 .44
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ


























項　　　目 因子 1 因子 2 因子 3
上司は、家族内では私が家族員の一人として責任を果たさなく
てはならないことを理解している
1.01 － .03 － .03
上司は、私の家庭内の役割について理解がある .89 － .02 .07
上司は、私が家族の話をすれば聞いてくれるだろう .83 .06 － .04
私の職場では、家族やプライベートな生活よりも、仕事を優先
することが期待されている
.03 .82 － .06
うちの職場では、高い評価を得たり出世をするためには、残業
や自宅での仕事の持ち帰りも当然という雰囲気がある






.09 － .15 .76
私は、仕事のスケジュールを自由に調整することができる － .11 .20 .64
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ







































荷量を示さなかった 3項目を削除し，再び 3因子構造を想定し因子分析を行った。しかし，第 1
因子で内的整合性がα＝ .52となり，第 1因子の 1項目を削除した場合α＝ .72になることが示
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点（M＝ 3.09，SD＝ 0.59），「女性と仕事」下位尺度得点（M＝ 2.65，SD＝ 0.64）とした。内
的整合性を検討するために下位尺度のα係数を算出したところ，「仕事・家庭の性役割観」でα































得点（M＝ 3.07，SD＝ 0.86），「身体的疲労感」下位尺度得点（M＝ 2.51，SD＝ 0.81），「易怒
感」下位尺度得点（M＝ 2.57，SD＝ 0.84）とした。内的整合性を検討するために下位尺度のα















B SE B β
両役割観の
ポジティブ・スピルオーバー


















B SE B β
上司の理解 － 1.43 0.86 － .15
ファミリー
フレンドリーな職場
－ 0.47 0.90 － .05









B SE B β
仕事・家庭の性役割観 － 1.20 1.29 － .08
女性が仕事を持つ
イメージ
－ 1.35 1.24 － .10

















B SE B β
抑うつ感 － 2.20 0.85 － .29***
身体的疲労感 0.44 1.31 .05














CMIN 自由度 確率 GFI AGFI CFI RMSEA ACI









































































状が見えてきた。分析の対象となった 168名の平均点は 60点満点中 41.75点であり低いとは言
い難く，男性の意識そのものの変化を反映しているのではないかと思われる。佐々木（2012）
は，日本において，特に男性の場合，2000年から 2010年にかけて，徐々に柔軟な性別役割分業
の意識の方向へ移行していると述べている。大野・田矢・柏木（2003）による，中年期と育児世
代の父親の比較では，若い世代の男性は平等主義的な態度がタテマエとしての意識レベルにとど
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まらず、行動面にも定着している可能性を指摘している。現在の子育て世代の男性は，社会の変
化に伴い「男性は仕事，女性は家庭」といった伝統的な性役割観を持つ人は少ないと言えるので
はないだろうか。また，因子分析では固有値の変化が明確にならず，結局 15項目中 4項目を削
除したことから，個人の持つ性役割観が多様化しているという側面もあることが示唆された。
④配偶者への愛情とストレス反応の関連
　夫婦関係とストレス反応は有意な負の相関があり，ストレス反応から夫婦関係への有意な負の
影響があることが示された。中でも，ストレス反応の下位尺度「抑うつ感」が夫婦関係に影響を
負の影響を与えていることが示された。これは，福丸（2003）と同様の結果である。共分散構造
分析の結果からは，職場の家庭生活への理解度が多重役割におけるスピルオーバーを作りだし，
それがストレス反応に影響を与え，そのストレス反応が夫婦関係に有意な正の影響を示している
ことが示された。職場の家庭生活への理解度から夫婦関係への影響は間接的なものではあるが、
職場の家庭生活への理解は良好な夫婦関係のために重要であると言えるだろう。
⑤共分散構造分析によるモデルの検討
　パス図を見ると，「上司の理解」「ファミリーフレンドリーな職場」「仕事の柔軟性」が「両役
割間のポジティブ・スピルオーバー」に有意な正の影響を与え，一方「仕事役割から家庭役割へ
のネガティブ・スピルオーバー」に有意な負の影響を与えていることが分かる。そして「両役割
間のポジティブ・スピルオーバー」がストレス反応に有意な負の影響を与え，「仕事役割から家
庭役割へのネガティブ・スピルオーバー」がストレス反応に有意な正の影響を与えている。つま
り，「家庭生活に理解のある職場」であるかどうかにより，「両役割間のポジティブ・スピルオー
バー」あるいは「仕事役割から家庭役割へのネガティブ・スピルオーバー」が生じ，ストレス反
応を低減する，あるいは増加させ，それが配偶者への愛情に影響を与えていることが明らかに
なった。ここからも，「家庭をもつ者にとって働きやすい職場であるか」ということは，スピル
オーバーとの関連，そこから生じるストレス反応，そしてそのストレス反応が夫婦関係への影響
を考えると，非常に重要であると言えるだろう。この結果より，母親だけでなく父親も視野に入
れた，仕事と家庭生活を両立できるような育児支援が急務であると考えられる。なお，適合度は
高いとは言えないが，適合度だけでなく理論を重視し吟味した結果，このモデルを採用したた
め，本調査の目指す父親のストレスのモデルの検討に少なからず寄与したものと思われる。
今後の課題
　本調査では，「仕事と家庭の多重役割」「父親の職場の環境」「父親のもつ性役割観」という 3
つの観点を用いたが，父親は子育てをする中で当然子どもとの関わりもあり，その中で生じるス
トレスは当然あると考えられる。そのため，「子ども観」など子に関する変数を入れる必要があ
る。また，子育ては母親と共に行うものであり，現在は職業をもつ女性が多くその形態も多様化
していることから，母親の就労状況が父親にどのように影響するかを検討する必要もあるだろ
う。本調査で，「職場に育児支援の制度がない」と 7割が回答したにもかかわらず，「家庭生活に
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理解のある職場である」と 7割が回答したため，父親が家庭生活に理解のある職場であると感じ
る要因はどこにあるのか，職場の環境の詳細な検討が必要であると言えるだろう。
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